
会津若松市国際交流協会 

7月のイベントカレンダー 

日 曜 行 事 予 定 

1 木 18:30 日本語会話教室（夜） 

2 金 10:00  日本語会話教室（昼）  

3 土  

4 日 休館日 

5 月 休館日 

6 火 13:30 日本語サロン 

7 水   

8 木 18:30 日本語会話教室（夜） 

9 金 10:00  日本語会話教室（昼）   

10 土 
午後臨時閉館（12:00～17:45) 

14:00 記念講演会 

11 日 

10:00 子ども日本語ひろば 

10:00 高校生のワークショップ 

14:00 幹事会 

12 月 休館日 

13 火 13:30 日本語サロン 

14 水   

15 木 18:30 日本語会話教室（夜） 

16 金 10:00  日本語会話教室（昼）  

17 土 10:30 高校生のワークショップ 

18 日 休館日 

19 月 休館日 

20 火 13:30 日本語サロン 

21 水   

22 木 休館日 

23 金 休館日  

24 土   

25 日 10:00  子ども日本語ひろば 

26 月 休館日 

27 火 13:30 日本語サロン 

28 水   

29 木 18:30 日本語会話教室（夜） 

30 金   

31 土 
10:00  出張JICAデスクin会津 

13:30  情報紙発送作業 

厚生労働省 外国語 予診票 検索 

〒965-0871 会津若松市栄町2-14  

     TEL：0242-27-3703   FAX：0242-27-3704 

     Webサイト：http://awia.jp  メール：mail@awia.jp 

 

 協会情報紙の発 

送をするボランティアです。簡単

な作業で1時間半程度で終わり

ます。作業後のお茶会は控えて

おります。                            
  

 日  時  7月31日（土） 

    13:30～      

 JICA福島デスクの笹尾さん

が、当協会に一日駐在します。

質問や相談がある方は、ぜひ

お越しください。事前にご連絡

いただくとスムーズです。 

 日  時  7月31日（土） 

    10:00～16:00頃      

 場  所  当協会   

 ワークショップの２回目はベトナム出身の方をゲストに「外国人にやさ

しいまちづくり」について考えます。３回目は当協会の国際交流員がゲ

ストです。初めて参加する方もお気軽にご参加ください。 
  

 日  時  ２回目：7月11日（日）10:00～12:00  

３回目：7月17日（土）10:30～12:30 ※時間が異なります！ 

 方  法  オンライン Zoom 

 定  員  20人   ※参加費は無料です。 

 申込み  各回3日前までに当協会までメールでお申し込みください。 

http://facebook.com/awiajp 

情報紙発送 ア 

  

    

 

 

 

 

新型コロナウイルス関連情報  

 会津に住んでいる外国出身者と地元の方のためのコミュニティス

ペースができました。その名も「あかべこサロン」。赤べこに恋したフラ

ンス出身のエミリーさんが皆さんを迎えます。7月には七夕の飾り作り

のイベントを企画しています。どなたでもお気軽にご参加ください。 
 

【あかべこサロン】 

開設日時  火・木・土曜日 10:00～16:00 

場   所  あいづ広域観光情報センター 

  あいらんしょ内（大町1丁目9-29） 

ようこそ！あかべこサロンへ

七夕にゆれる風鈴飾りを作ろう！ 

日時：7月17日（土）14:00～15:30    

参加費：無料    対象：どなたでも   

申込み：電話かメールで 

お気軽にどうぞ 

TEL 0242-23-7854   メール cam@bekonon.com  

福島県の新型コロナウイルス相談ホットライン  
 福島県に住む外国の方は誰でも無料で相談できます。

コロナの不安、生活相談などを、電話やラインを使って多

言語で相談できます。24時間いつでも受けつけます。 

(1)電話：0120-992-860  

(2)ライン通話：右のQRコードから 

※ 保健師の対応は平日の９：００～１７：００となります。 

外国語のワクチン予診票や説明書など 
 新型コロナワクチンの外国語の予診票とワクチンの説明書が、厚生

労働省のホームページに掲載されています。※外国語版を見て日本

語版に書いてください。 
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Freedom/International/Necessity/Experience 

令和3年度会員総会 書面表決の結果ご報告 
 

FINE 
日頃から、当協会の活動にご理解、ご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

本年度の定期総会については新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、書面での議決とさせていただきました。 

 すべての議案について賛同を得て可決されましたことを、紙面にてご報告いたします。 

 今年度もスタッフ一同、力を合わせて事業を進めてまいりますので、皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。 

おもいでを未来へつなぐ講演会「今、思い出すままに」 

日 時  7月10日（土）14:00～15:30 

場 所  スマートシティAict（アイクト）ビル交流棟 

（会津若松市東栄町1-77）  

無料駐車場有り 

内 容  1. 前会長 鈴木 健祐 氏のスピーチ 

「今、思い出すままに」 

2. 歴代国際交流員からのビデオレター 

バリーさん、ジェームスさん 

ガイサさん、アンドリューさん、馬さん 

定 員  30名  ※先着順 

申込み  7月9日（金）までに当協会へ 

記
念
講
演
会 

◆ 7月10日（土）12：00～17:45は、記念講演会のため当協会事務所を臨時閉館いたします。 

今年の国際交流フェスティバルは・・・？ あいづサマースカイフェスへ！ 

 
出
店
者
募
集 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ル
ド 

ク
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遊んで“せかい”！小学生のための Hello！World  

 遊んで学んで世界を語る！そんなハローワールドク

ラブに参加しませんか？昨年はメキシコ、ドイツ、セル

ビア、中国、アメリカなど、さまざまな国の文化を体験

しました。詳しくは学校から配布されるチラシをご覧く

ださい。申し込み多数の場合は抽選となります。 

期  間  9月4日～12月8日の土曜日（隔週、全8回） 

時  間  ①３，４年生 13:30～14:15（45分) 

               ②５，６年生 14:30～15:15（45分） 

場  所  会津稽古堂 研修室１ 

受講 料  8回/6,000円（保護者が会員の場合4,000円） 

 6月に予定していた当協会の記念講演会を、仕切りなおして

行います。昨年、会長を退任された鈴木 健祐（けんすけ）氏

に、お話をしていただきます。鈴木氏は協会設立以来、大きな

理念と温かい愛で協会を支えてこられました。 

 当日は元国際交流員からのビデオレターや、思い出の写真

も上映します。新しい会員さんにとっては、協会の歴史を知る

機会になるでしょう。皆さんのお越しをお待ちしております。 

 もともと当協会の国際交流フェスティバルは、昨年度の東京オリンピックにあわせて開催する予定で

した。残念ながらオリンピックと共に延期となりましたが、今年も大勢が集まるフェスティバルを単独で

開催するのは難しいと判断しました。そこで今年は国際交流フェスティバルの代わりに、 

“あいづサマースカイフェス”に参加します！ 

 猪苗代湖で開催されるので少し遠くなりますが、夏の思い

出作りにみなさんぜひ遊びに来てください。 

 見て遊んで参加するだけでは物足りない方は、ぜひ出店

者として参加して、一緒に国際交流ゾーンを盛り上げましょ

う！詳しくは本紙2面をごらん下さい。 

8月28日(土)10:00～18:30 

     29日(日)10:00～15:00 
※開催時間は予定です 

場所：猪苗代湖天神浜ｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ場 

会津若松市国際交流協会 情報紙 
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 東京オリンピックはずっと楽しみにしていましたが、やはりコロナが心配です。人類の生命力は絶対に

コロナに打ち勝ちます！さまざまな違いを乗り越え、友情、連帯感、フェアプレーをめざすオリンピックの

精神が今こそ必要です。皆さん、一緒に頑張りましょう！  牛 宵鵬さん（中国） 

 中国女子バレーの活躍は世界でも目を見張

るものがあります。勇敢に立ち向かう精神は

我々の誇りです。東京オリンピックにおいて

も、朗平コーチの指導のもと、再び金メダルを

獲得することを期待しています。 王 小軍さん

 英米ではよく写真一枚をもとにキャプション・コンテストをやるそうです。 

当協会でも先月号の情報紙で募集したところ、6点の応募がありました。 

 スタッフと広報ボランティアが選んだ輝く優勝者の発表です！ 

 

 

 

 

 

 

 ヴェロニカさんには、タイ国のアーティスト、ティウ・ワシンブリー氏による

福島のポストカードとタイの小物入れ、トムヤムクンの素をお送りします。他の

応募者の方も素敵な作品をありがとうございました。後程facebookにてご紹介

いたします。皆さん、次回のキャプションコンテストもお楽しみに！ 

 

 協会ブースの内容を一緒に

考えてくれる方を募集します。

ちょっとしたアイディアだけでも

大歓迎！ぜひ、お気軽にご連

絡ください。 

あなたも出店してみませんか？ 
テーマ  知らない会津を体感しよう！！ 

日 程  8月28日（土）10:00～18:30、29日(日)10:00～15:00 ※予定 

会 場  猪苗代湖天神浜オートキャンプ場 

条 件  県内で活動している個人・団体 

内 容  ①交流展示ブース：海外の国や文化の紹介、国際交流・協力の活動紹介等 

②販売ブース：海外の雑貨、飲食物の販売等 

出店料  基本設営（テント、テントサイン、テーブル、椅子、電源等）は無料 

展示・装飾・運営・販売等に関する備品・諸経費は出店者負担 

主 催  極上の会津プロジェクト協議会 （会津若松市観光商工部観光課） 

申込・問合せ  7月20日（火）までに当協会へ  ※先着順  

☆あいづサマースカイフェスの詳しい情報は、8月号の情報紙をお待ちください！ 

 「そんなイベントがあるなんて知らなかった！」という方がいらっしゃるかもしれません。 

開催2年目となるイベントです。会津のグルメやマルシェ、ワークショップ、アクティビティ等が

猪苗代湖に集結して会津の夏を盛り上げます。感染症対策をしながら国際交流フェスティバルを

行うには？と頭を悩ませていたときに、国際交流ブース出店のお話をいただきました。広く美し

い自然の中で開催できること、他団体のコンテンツも一緒に楽しんでいただけることを考え、 

参加することに決めました。当協会の1ブースと出店者の9ブースで国際交流ゾーンを作ります。 

 私たちと一緒に新たなチャレンジはいかがでしょう？ぜひ、出店してみませんか？ 

コロナで抱きしめられないけれど

エアハグでぎゅーっ！ 

そんな温かみを感じます。 

 体操女子のシモーネ・バイルズ選手を応援しています。6年近

く注目してきましたが、彼女は留まるところを知らず、目標を達

成し続けていて素晴らしいです。体操のような競争の激しい競

技で、彼女がどこまでやれるのかを見とどけたいです。彼女が

いつものように米国の代表として輝けますように！私は彼女を

誇りに思います。  ディドラ オグルさん(アメリカ） 

 在若の外国出身者に東京オリンピックに

ついて聞いたところ、3名の方がメールで

コメントを送ってくれました。 

No.4 

 ヴェロニカさんの作品 

 「Air hug」 

6月号のお題 
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 “That we may live together.” （共に生きるために）。これがアジア学院のモットーです。 アジア学院は1973年設立。
栃木県西那須野町にキャンパスを構えて以来、世界各国（アジア、アフリカ、ラテンアメリカ、中南米、太平洋諸国）から
学生を招いて、ルーラルリーダー（農村指導者）、サーバントリーダー（人に仕える指導者）を育成することを目的と
しています。 
 

 アジア学院のカリキュラムは9か月間です。有機農業をはじめ、畜産、環境問題、宗教、ジェンダー、貧困、世界と日
本の諸問題に関することなど、多くを学びます。それらを通してサーバントリーダーシップを養なった学生たちは、サー
バントリーダーとして各国に帰り、自国で活動を始めます。詳しくは、アジア学院のHPをご覧ください。 
 

 と、ここまで真面目にアジア学院のことを書いてきましたが、僕は2019年9月から2021年1月までの約1年半、アジア学
院で生活しました。そのきっかけは、国際協力に興味を持ち、僕に足りないと感じた“生産の分野（農業や畜産など）”
を学ぼうと思ったからです。しかし！第一印象は「日本にあって日本ではない、とんでもないところに来てしまった！」で
した。共通語は英語で毎日てんやわんやだし、朝はラジオ体操から始まるし。1日中、国も文化も違う人たちと寝食を共
にしないといけないし。でも、それがすごく楽しかった。生活も考えも豊かになった。アジア学院だからこその出会いが
ありました。その出会いから座学や実習だけでは学べない多くのことを学びました。ダイナミックなアジア学院での生活
と仲間たちとの出会いは、僕の一生の財産であると同時に、これからもずっとつながっていく絆だと確信しています。
だって、「共に生きるために」、今でもアジア学院の仲間と近況報告をしあってつながっていますから。いつでも仲間と
共に考え、活動していますから。 

 

 アジア学院を卒業して帰国した仲間たちに会いに行くことが、僕の1つの目標になっています。皆さんも、こんな風に
思いあえる仲間との出会いを求めて、アジア学院に行ってみるのはいかがでしょう？自然に関心がある方、国際協力
に興味がある方、農業や畜産に興味がある方、英語に興味がある方、ジェンダーや宗教に関心がある方、自給自足
の生活をしたい方、リーダーになりたい方など、短期間でも、長期間でも、学生としてでも、どなたでも大歓迎してくれる
場所です。まずはアジア学院に連絡をしてみてください。僕に連絡をいただいても大歓迎です！笑 
 

 「共に生きるために」。少し考えてみませんか？コロナでいろいろ未定な部分もありますが、順調にいけば僕はこの
夏、協力隊の一員としてケニアへ行って活動します。自分の力を現地の人にどう役立てるか、学ぶ楽しさや学び続ける
ことの大切さを以下に伝えるかを考え、“共に生きる未来のために”頑張ってきます。 

 英語で生活!? アジア学院での生活を振り返って 

“That we may live together.” 「共に生きるために」  

 国際協力機構（JICA)の、2年ぶりの派遣訓練を伝える地元の新聞記

事に、たびたび登場していた木村さん。食品ロス（本来食べられるの

に捨てられてしまう食品）の現状に心を痛め、「飢餓や貧困に苦しむ

生産国で活動したい！」と栃木県のアジア学院（アジア農村指導者養

成専門学校）で有機農業や畜産を学び、協力隊を目指しました。この

夏いよいよ派遣先の東アフリカのケニアに出発する予定です。それで

は出発前の意気込みを・・・ではなく今回は、自分を大きく成長させ

てくれたというアジア学院での日々について語っていただきました。 

木村 勇太 さん 

学校法人 アジア学院 – 共に生きるために (ari-edu.org)  

https://youtu.be/NBlFLK5hf18 

アジア学院の卒業式。共に暮らしていた仲間たちと。 

体に気をつけて 

頑張ってください

ね！ケニアからの

お便りを楽しみに

しています！ 

ガーナ出身の友人と 

http://www.ari-edu.org/
https://youtu.be/NBlFLK5hf18

